






























































































































































































因子寄与率 (%) 17.8026 9.9881









表2 ソー シャルサポー ト項目の因子分析結果と信頼性
回転後の因子パター ン:主因子法,斜交回転･プロマックス法
N-209
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因子寄与 2.9587 2.4401 1.7393 7.1381
因子寄与率 (%) 9.8623 8.1337 5.7977




第1因子 1.00000 0.47179 0.40560
第2因子 0_47179 1.00000 0.35629




























































































































































Ⅹ 11 Q2 あなたを不快にさせ るような態度でふ る まう
Ⅹ 12 Q4 あなたの人生を難し くさせる
Ⅹ 13 Q7 あなたの神経をイラ イラさせ る
Ⅹ 14 Q12 あなた を非難する
? ? ? ?
?
? ? ? ?
?
? ? ? ??
?










Ⅹ1 Ql 次に何 をしなければならないかを考えた
x2 Q2 問題がどこにあるかを良 く知 るためにいろいろと調べてみた
Ⅹ3 Q4 事態をもっとはっきり知 りたい と医師や看護婦に聞いてみた
Ⅹ4 Q13 行動計画を立ててそれを実行 した
Ⅹ5 Q15 知人や友人に助言や情報を求めた
Ⅹ6 Q16 私の悩みを誰かに話 した
Ⅹ7 Q17 自分の立場をわきまえて事態の処理に必要な物 を得 ようと努力した
Ⅹ8 Q18 初めて生 じた事態に役立てようとこれまでの経験を頼 りにした
Ⅹ9 Q19 生 じた問題に対 して今 までとは違った解決策 を導 きだし最 も良い方法 を選んだ
Ⅹ10 Q20 自分 自身に関わりのある何かを変えようとした
Ⅹ11 Q21 できるだけ多くの知識を得るためいろいろ調べたり本 を読んだ りした
E2二消塵的回避的対処
Ⅹ23 Q3 仕事 をしたり何か他のことをして気を紛 らわせた
Ⅹ24 Q5 奇跡が起こることを望んだ
Ⅹ25 Q6 人の手によってコン トロ-ルできないもの もあると思った
Ⅹ26 Q7 自分の感情をあまり出さないように努めた
Ⅹ27 QIO 何事が起ころうとも運命であると受け とめた
Ⅹ28 Q25 どうしようもないので我慢す るしか仕方がないと思った




Ⅹ13 Q9 この経験のおかげで成長 してより良い人間になった
Ⅹ14 Qll 自分の気持ちをある程度まで発散させた
Ⅹ15 Q12 私や移植仲間にも役立つ共通の経験 をお互いに共有 した
Ⅹ16 Q14 強い信念を持つようにした
Ⅹ17 Q22 同じような状況にいる他の移植者の経験 を聞いて知識を得 ようとした
Ⅹ18 Q23 私の支えになる助けはたくさん受けた
Ⅹ19 Q24 楽観的に考える方がいいと思った
Ⅹ20 Q26 事態がいい方向に向かっていると信 じていた
Ⅹ21 Q27 今は物事がうまくいかなくてもやがてはうまくい くだろうと思った
Ⅹ22 Q28 誰 もがそれぞれの問題 を抱えているので自分 をみ じめだと思わないように努めた



























































































































































































































Psychometric assessment of the instruments for the factors
relating to QOL after adult kidney transplantation
Yuko HAYASHI
Abstract
The purpose of this study was to assess the reliability and validity of the instruments developed
to measure physical state, self-concept, uncertainty, social support, coping, and QOL. The sample
consisted of 210 kidney posUransplant recipients aged 20 or more and they were the cases from four
hospitals.
In respect to each item of self-concept, uncertainty, social support, and coping, factor analysis
was made to examine the factor structure. Cronbach's alphas were calculated for each of their
subscales. Construct validity was assessed using the confirmatory factor analysis. The results
supported the internal consistency reliability of their subscales (alphas= 0.7 or more) and construct
validity. Principal component analysis was used to examine the principal components of physical
state and QOL. Concurrent validity and interrater reliability also were assessed and the results
supported them.
Therefore, all of them were applicable instruments for Japanese kidney transplant recipients.
Key words: instrument, reliability, validity
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